
ANACONDAによるPythonプログラム
実⾏環境の構築と簡単な統計分析の演習



 Pythonとは
オープンソースのプログラミング⾔語であり，少ないコードで簡単にプロ
グラムが書ける，専⾨的なライブラリが豊富にあるなどの特徴があります．

 ANACONDAとは
Pythonによるプログラミングに必要な統合開発環境Spyderや，データ分
析，数値解析等に必要なライブラリが含まれているプログラミング環境で
す．無料でダウンロードして使⽤することができます．

 簡単な統計分析について
この教材の演習として⾏う統計分析では，溶接構造⽤熱間圧延鋼材SM400
の降伏応⼒，引張強度と破断伸びについて，平均値や最⼤値などの統計値
を求めますが，データはそのJIS規格値に基づいて作成した架空のものです．

はじめに



 この教材の⽬的
(1) プログラミング⾔語Pythonを使⽤したデータの分析や，データサイエ

ンスに関するプログラミングができる環境を構築するため，プログラミ
ング環境ANACONDAのインストールができるようにします

(2) ANACONDAに含まれている統合開発環境Spyderの基本的な使⽤⽅法
を⾝に着けるため，サンプルプログラムとサンプルデータを⽤いた簡単
な統計分析ができるようにします

(3) 統計分析に関する基本的な⽤語を式や例を挙げて説明することにより，
サンプルプログラムとデータを⽤いた統計分析の内容が理解できるよう
にします．

はじめに



⽬次

1. ANACONDAを⽤いたPythonプログラム実⾏環境の構築
2. 簡単な統計分析に関する⽤語の説明
3. 統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習



 Pythonで記述したプログラムの実⾏環境を構築するため，ANACONDA
をインストールします

 Google等のブラウザで”ANACONDA”をキーワードに検索します

１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築

ANACONDAのホームページ



１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築

 ProductsメニューからIndividual Editionをクリックします



１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築

 Individual Editionのページに進んだら，ページの⼀番下までスクロー
ルします

Individual Editionのページ



１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築
 ANACONDAをインストールするパソコンのOSの種類を選択します

※以下では，OSがWindows10 64-bit版の場合について説明します



１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築
 セットアップ画⾯が出てくるので，Nextをクリックします



１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築
 同意書が表⽰されるので，同意するのであれば，I Agreeをクリックし

ます



１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築
① Just Me にチェックを⼊れます
② Nextをクリックします

①

②



１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築

①
②

① Anacondaをインストールしたいフォルダのパスを⼊⼒します
② Nextをクリックします



チェック
外す

１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築
① 環境変数とAnaconda 3の登録のオプションに関するチェックが外れて
いることを確認します（チェックが⼊っていれば外します）
② Installをクリックします

①

②



１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築

 インストールが終わるのを待って，終了後にNextをクリックします



１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築

 Nextをクリックします



チェック
外す

１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築
① チュートリアル等に関するチェックが外れていることを確認します
（チェックが⼊っていれば外します）
② Finishをクリックします

①

②



１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築
 Nextをクリックすると，インストールが完了します



１．ANACONDAによるPythonプログラム実⾏環境の構築
① Windowsボタンをクリックします
② Anaconda関係のアプリケーションが最近追加されていることを確認し

ます

①



(1) 基本的な統計分析に関する演習で取り扱う統計量
 鋼材の降伏応⼒（Y.S.），引張強度（T.S.），破断伸び（Elong.）に関するサンプ

ルデータ（架空のデータ）を使⽤します．
 このデータから，以下の統計量と相関⾏列をpythonプログラムを⽤いて求めます
 以下では統計量の意味について説明します

Pythonプログラムの記号 統計量の名称（記号の意味）
count データの総数
mean 平均値
std 標準偏差
min 最⼩値
25% 第⼀四分位数
50% 第⼆四分位数（中央値）
75% 第三四分位数
max 最⼤値

２．統計分析に関する⽤語の説明



プログラム実⾏画⾯

統計量

相関⾏列

２．統計分析に関する⽤語の説明
 ⼀⾜先に，簡単な統計分析に関するpythonプログラムを実⾏して，サンプルデータ

を分析した後の画⾯を⽰します．
 統計量と相関⾏列は以下のように表⽰されます．



統計量について説明するため，⼀例として，以下の表に⽰す，架空の成⼈男性12⼈の⾝
⻑に関するデータを⽤います．

①データの総数(count)︓𝒏 ൌ 𝟏𝟐

②平均値(mean)︓以下の式で求められます
𝒙ഥ ൌ

𝒙𝟏  𝒙𝟐 ⋯ 𝒙𝒏
𝒏

⾝⻑の平均値は
𝑥 ൌ

158  184  163  168  80  175  179  164  166  170  182  162
12 ൌ 170.9ሺ𝑐𝑚ሻ

番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
⾝⻑ (cm) 158 184 163 168 180 175 179 164 166 170 182 162

２．統計分析に関する⽤語の説明
(2) 演習で取り扱う統計量に関する説明



③標準偏差（std）︓データのばらつき具合を表す指標で，⼤きいほどばらつきも⼤きく
なります

𝝈 ൌ
𝟏
𝒏 𝒙𝒊 െ 𝒙ഥ 𝟐

𝒏

𝒊ୀ𝟏

ൌ
𝟏
𝒏 𝒙𝟏 െ 𝒙ഥ 𝟐  𝒙𝟐 െ 𝒙ഥ 𝟐  ⋯ ሺ𝒙𝒏െ𝒙ഥሻ𝟐

⾝⻑の標準偏差は

𝜎 ൌ
1
12

158 െ 170.9 ଶ  184 െ 170.9 ଶ  ሺ163 െ 170.9ሻଶ 168 െ 170.9 ଶ  180 െ 170.9 ଶ  175 െ 170.9 ଶ 
179 െ 170.9 ଶ  164 െ 170.9 ଶ  166 െ 170.9 ଶ  170 െ 170.9 ଶ  182 െ 170.9 ଶ  162 െ 170.9 ଶ

𝜎 ൌ 8.41 cm

𝑥

𝜎

𝑥

𝜎

２．統計分析に関する⽤語の説明



④最⼩値・最⼤値（min，max）︓⽂字通り，データを⼩さい（⼤きい）順に並び変
えたとき，その最初もしくは最後の値です．⾝⻑に関するデータの場合には以下のよ
うに求められます．

158 162 163 164 166 168 170 175 179 180 182 184

⼩さい順に並べ替える

最⼩値 最⼤値

２．統計分析に関する⽤語の説明

番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
⾝⻑ (cm) 158 184 163 168 180 175 179 164 166 170 182 162



⑤四分位数（25%，50%，75%）︓データを⼩さい順に並び変えたとき，4等分した
時の区切り値を表します．⾝⻑に関するデータの場合には以下のように求められます．

158 162 163 164 166 168 170 175 179 180 182 184

⼩さい順に並べ替える

第⼀四分位数 第⼆四分位数
(中央値）

163.5 179.5168.5
第三四分位数

２．統計分析に関する⽤語の説明

番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
⾝⻑ (cm) 158 184 163 168 180 175 179 164 166 170 182 162



２．統計分析に関する⽤語の説明
(3) 散布図
 本演習では，鋼材の降伏応⼒（Y.S.）をx軸，引張強度（T.S.）をy軸で散布図を作

成します。
散布図︓縦軸、横軸に2項⽬の量や⼤きさ等を対応させ、データを点でプロットした
もの

英語 数学
66 72
84 93
79 95
97 88
78 71
90 80
74 81
72 97
71 76

65

70

75

80

85

90

95

100

60 70 80 90 100

数
学

英語

データ 散布図
例題

英語と数学の試験の得点のデー
タを散布図に表しています．

英語の得点に対応する数学の得
点が図にプロットされているこ
とが分かります．



-1 1

強い負の相関 強い正の相関

相関なし

y y y

x x x

２．統計分析に関する⽤語の説明
(4) 相関⾏列
 本演習では，鋼材の降伏応⼒（Y.S.），引張強度（T.S.），破断伸び（Elong.）に

関するデータ間の関係も，pythonプログラムを⽤いて調べます．
 3つのデータ間の関係を表すのに相関⾏列を使⽤します
 相関⾏列の説明の前に相関係数について説明します

①相関係数︓2つのデータxとyの間の線形関係の強さを図る指標で，ー1以上1以下の値
をとります．1に近づくほど正の相関，－1に近づくほど負の相関があるといいます．



X Y Z
X 1 A B
Y A 1 C
Z B C 1

２．統計分析に関する⽤語の説明
②相関⾏列︓複数のデータ（以下の例ではx，yとz）間の相関係数を表（マトリクス）
形式表⽰したもの
XとYの相関係数＝A
YとZの相関係数＝B
ZとXの相関係数＝C
とすると，相関⾏列は

相関⾏列の特徴
 対⾓要素（同じ⽂字のところ）の相関係数は1
 対称性をもつ（XとYの相関係数も，YとXの相関係数も同じ）



 演習には，以下のpythonによるサンプルプログラムとサンプルデータを使⽤します
① SM400data.csv（サンプルデータ）
② sta_fndmtls.py（サンプルプログラム）
 ホームページからダウンロードし，以下のように，例えばデスクトップ上に作成した

フォルダ「Python」に保存してください．
 このとき，プログラムを実⾏するためには，以下のように同じフォルダ内にサンプル

プログラムとサンプルデータを保存する必要がありますので，注意してください．

３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習



(1) サンプルデータを⾒てみよう（SM400data.csv）

３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習

 SM400data.csvファイルは，Excelで開くこと
ができます．

 降伏応⼒（Y.S.），引張強度（T.S.）と破断伸
び（Elong.）に関する合計400個のデータが含
まれています．

 いずれも溶接構造⽤熱間圧延鋼材SM400の降
伏応⼒等のJIS規格値の範囲内で値を⼈⼯的に変
動させた架空のデータです． 降伏応⼒

引張強度
破断伸び



計算結果を表⽰するプログラム
散布図を描き、表⽰するプログラム

計算結果をcsvファイルに保存するプログラム

３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習
(2) サンプルプログラムを⾒てみよう（sta_fndmtls.py）
 sta_fndmtls.pyは，Windowsのメモ帳などで開くことができます．
 #で始まるコードは説明（コメント）です．（Fortran 90/95の!や，C++の//と同

じです）



３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習
(3) サンプルプログラムを動かしてみよう
① Windowsボタンをクリックしてアプリケーションの⼀覧を表⽰します
② Anaconda3 (64-bit)を探してクリックします
③ さらにSpyder (Anaconda3)をクリックします
④ spyderが起動します（起動まで少し待ちます）

①

②

③

④



３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習
 Spyderが起動すると，以下のような画⾯が開きます．



３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習
① Open fileボタンをクリックします
② Open fileウインドウが開くので，サンプルプログラム（sta_fndmtls.py）を保存し
たフォルダへ移動（フォルダのパスを指定）し， sta_fndmtls.pyを選択します
③ 「開く」ボタンをクリックします

①

②

②

③



エディタ画⾯

３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習
 以下のようにエディタ画⾯にサンプルプログラムが表⽰されます



３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習
① Run Fileボタンをクリックして，サンプルプログラムを実⾏します
② 分析（プログラムの実⾏）結果は右下のコンソール画⾯に表⽰されます

①

②
基本的な統計量

相関⾏列



３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習
①plotをクリックし実⾏結果のグラフを表⽰します
②画⾯の右上に散布図が表⽰されます

①

実⾏結果の散布図



３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習
 以下のように実⾏結果の散布図を表⽰することができます

引張強度
(MPa)

降伏応⼒ (MPa)



３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習
 サンプルプログラムとサンプルデータを保存したフォルダ（この場合はデスクトッ

プのpython）には，以下のように，分析結果が書き出された2つのファイルが⾃動的
に作成されます

① stat_result_SM400.csv（平均値や標準偏差などが書き出されたcsvファイル）
② cc_ result_SM400.csv（相関⾏列が書き出されたcsvファイル）



３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習
(4) 分析結果を⾒てみよう
 基本的な統計量の分析結果（stat_result_SM400.csv）はExcelで開くことができま

す
 データの総数は399となっていますが，pythonでは特に処理をしない限り，データの

カウントは1ではなく，0から始まることに注意してください．つまり，データの総数
は400個です．

データの総数
平均値

標準偏差
最⼩値

第⼀四分位数
第⼆四分位数（中央値）

第三四分位数
最⼤値 降伏応⼒

引張強度

破断伸び



相関⾏列

３．統計分析に関するPythonプログラムを⽤いた演習
 分析から得られた相関⾏列（cc_result_SM400.csv）はExcelで開くことができます
 既に説明したように，相関⾏列は対⾓要素が1で対称なマトリクスです
 マトリクスの各要素は2つのデータ間の相関係数を表しています
 相関係数は－1に近いほど負の相関が強く，1に近いほど正の相関が強いことを⽰して

います
 降伏応⼒（Y.S.）と引張強度（T.S.）の間の相関係数は0.935，降伏応⼒（Y.S.）と破

断伸び（Elong.）の間の相関係数は－0.935，引張強度（T.S.）と破断伸び（Elong.）
の間の相関係数は－0.977であることを⽰しています
→例えば，降伏応⼒が増加すると，引張強度も増加することを意味しています．

︓正の相関

︓負の相関


